
「
射
手
」
は
、
神
馬
に
乗
り
、

数
千
人
の
観
客
が
見
守
る
馬

場
を
走
り
抜
け
、
矢
を
放
ち

ま
す
。

　

肝
付
町
に
約
九
〇
〇
年
続

く
「
高
山
流
鏑
馬
」
は
、
保

存
会
や
多
く
の
地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
い
る
伝
統
行

事
で
す
。「
射
手
」
と
、
前

年
に
射
手
を
務
め
た「
後（
あ

と
）
射
手
」
の
二
人
が
主
役

と
な
り
、
神
馬
と
と
も
に
約

五
〇
日
間
の
練
習
に
励
み
ま

す
。

　

高
山
中
学
校
で
は
、
こ
れ

に
全
校
体
制
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力
し
て
い
ま

す
。
放
課
後
、
四
十
九
所

神
社
前
へ
移
動
し
、
直
線

三
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
馬
場
沿

い
に
綱
を
持
っ
て
並
ん
で
立

ち
、
目
の
前
を
馬
が
走
り
抜

け
る
風
を
感
じ
な
が
ら
、
射

手
と
馬
が
一
体
と
な
っ
た
練

習
を
見
守
り
ま
す
。そ
の
間
、

多
く
の
地
域
の
方
々
と
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
会
話
も
し

ま
す
。
流
鏑
馬
練
習
の
手
伝

い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

と
の
交
流
活
動
の
色
合
い
を

強
く
感
じ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
ま
る
機

会
で
も
あ
り
、
伝
統
行
事
へ

携
わ
れ
て
い
る
自
己
有
用
感

や
安
全
な
練
習
を
支
え
て
い

る
責
任
感
等
も
育
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
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奉
納
を
終
え
る
と
、
射
手

の
大
役
を
務
め
た
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
、
多
く
の
生
徒
が
達

成
感
あ
ふ
れ
る
表
情
を
見

せ
、
成
長
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
感
動
の
瞬
間
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
流
鏑
馬
と
と
も
に

地
域
に
支
え
ら
れ
、
大
き
く

成
長
し
て
い
く
生
徒
た
ち
の

活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
校
長
　
瀬
戸
口
浩
司
）

流鏑馬練習で綱持ちをする
生徒の様子

　
「
そ
の
時
、
少
年
は
神
に

な
る
。」
狩
衣
装
束
で
弓
受

け
の
儀
に
よ
り
神
の
使
い
手

と
な
っ
た
中
学
二
年
生
の


